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（姶良郡姶良町大字平松字萩原）

位置と環境

遺跡は町の中心部から南東に約３㎞離れた，重富

の永池町にある。思川右岸の標高14ⅿの低い台地上

に立地し，現在の海岸線からは約1.6㎞離れている。

思川右岸の平野部には水田はあるが，十分な用水が

なく，遺跡周辺には畑地が多かった。近くの稲荷橋

では，昭和28年に橋梁工事中に発見された遺跡があ

り，縄文・弥生土器片や磨製石斧が出土している。

調査の経緯

遺跡は姶良町の重富第二工区（現永池町）区画整

理事業の工事途中に発見され，昭和51年１月に予備

調査，第１・２次発掘調査（約2600㎡)，昭和52年に

国庫補助事業として第３次発掘調査（約2200㎡)，

昭和54年に国庫補助事業として第４次発掘調査（約

4000㎡）を実施した。調査は，町教育委員会が県教

育委員会の協力を得て実施された。平成３年には姶

良町教育委員会が調査主体となって，遺跡西側の民

間宅地開発に伴う緊急調査（約1200㎡）を実施して

いる。遺跡北側に残る公園用地は平成14年１月に予

備調査が行われ，残りは覆土して保存してある。

層位

第 層が灰褐色砂質の耕作土で薄い所で10～15㎝，

保存状態のよい所で約30㎝の厚さを保っている。第

層は黒褐色土で10～30㎝の厚さがあり，この層か

ら奈良・平安時代の土師器・須恵器が出土する。第

層は明るい茶褐色で平均10㎝程度の厚さであり，

氾濫原のためか欠如している箇所もある。この層が

成川式土器の包含層である。第 層は黄褐色土で通

称アカホヤと呼ばれるもので，約30㎝ある。第 層

は砂又は砂礫層である。

遺構

各年度の発掘調査により，遺跡の西半部には古墳

時代の成川式土器，東半部には奈良・平安時代の土

師器・須恵器の包含層が広範囲に確認された。

○昭和51年第１・２・３次発掘調査では，緊急性を

要する道路予定箇所を調査し，９－Ｄより住居跡と

井戸跡を検出した。円形竪穴住居跡は５世紀頃のも

ので，長軸径3.6ⅿ・短軸径3.4ⅿある。住居跡内の

遺物は，甕形土器10点・鉢形土器１点・ 形土器２

点が出土した。井戸跡は上面径３ⅿのほぼ円形で，

深さ３.1ⅿあり，形は截頭逆円錐形である。埋土よ

り竪穴住居跡とほぼ同時代と判断されている。

このほかに10～11―Ｃでは古墳時代の土坑２が，

６―Ｃでは奈良時代の土坑２基が検出された。

また，６―Ｃでは奈良・平安時代の埋葬遺構であ

る竪穴石室墓が検出された。県下でも大変珍しいも

のである。主軸Ｎ29°Ｗ，長辺135㎝，短辺70㎝を測

る。北から20㎝で段をもち，内部は深さ50㎝あり，

各壁面には５～６段の偏平な円礫が積まれ，床面に

も円礫が敷いてある。副葬品は床面近くに土師器小

皿６点・ １点が出土した。現在，石室遺構は姶良

町歴史民俗資料館の屋外展示場に移設してある。

昭和54年第４次発掘調査（第２図）

調査区の西側に思川の旧河床があり，東側ではそ

の支流が住居跡群を区切り，合流点に土器溜りがあ

ることが判明した。旧河床は幅20ⅿあり，その北岸

沿いに成川式土器片が大量に堆積している。住居跡

は77軒確認され，すべて方形竪穴住居である。住居

跡は複雑に切り合っており，９時期に区分される。

遺物（第３図）

遺物は古墳・奈良時代のものであり，特に成川式

土器が主である。甕形・鉢形・ 形土器，高 ，小

型土器（手捏・ミニチュア），土製品，丹塗土器，

土師器，須恵器など多種多様である。Ｐ－12出土の

大型 や線刻画のある ， 部を欠落した製塩土器

１点，墨書土器・黒色土器（内黒土師器のみ），硯，

第１図 萩原遺跡の位置
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奈良時代以降のかまどの一部が１点出土した。釜受

け穴の推定径は約26㎝ほど，釜形土器も出土した。

13Ｃ頃の龍泉窯系の連弁文碗片８点・口ハゲ皿底部

２点が出土している。

特徴

思川の旧河床沿いの微高地に，支流をはさんで少

ない時期で２基，多い時期でも十数基の規模の集落

が５世紀から主に６世紀にかけて存在したことが推

定された。報告書では，住居内出土の遺物一覧表を

分析しており，成川式土器の編年検討の好資料を提

供している。

資料の所在

出土遺物は，姶良町歴史民俗資料館に保管され，

第２図 石室

第３図 萩原遺跡トレンチ配置図
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一部が展示されている。
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（下鶴 弘）第４図 出土遺物実測図
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